
● 「
炭
素
排
出
量
四
〇
％
削
減
」

の
衝
撃

　

二
〇
一
〇
年
の
一
〇
月
の
こ
と
で
あ

る
。
大
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環

で
翌
月
に
は
学
生
を
連
れ
て
マ
レ
ー
シ

ア
に
現
地
調
査
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
そ
の
準
備
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

で
学
生
の
報
告
を
聞
い
て
い
て
、「
何

だ
っ
て
？
」
と
思
わ
ず
大
き
な
声
を
あ

げ
て
し
ま
っ
た
。
学
生
た
ち
が
調
べ
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
が「
二

〇
二
〇
年
ま
で
に
炭
素
排
出
量
を
二
〇

〇
五
年
水
準
に
比
し
て
四
〇
％
自
発
的

に
削
減
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
日
本
で
は
そ
の
前
年
に
鳩

山
元
総
理
が
「
一
九
九
〇
年
比
で
二

五
％
削
減
」
を
国
際
的
に
表
明
し
、
そ

の
実
現
可
能
性
が
特
に
国
内
的
に
は
議

論
の
タ
ネ
と
な
っ
て
い
た
。そ
こ
に「
二

〇
〇
五
年
比
で
四
〇
％
削
減
」で
あ
る
。

情
報
の
出
所
を
学
生
た
ち
に
聞
く
と
、

「
ネ
ッ
ト
検
索
で
引
っ
掛
か
っ
て
き
た
」

と
い
う
ば
か
り
で
要
領
を
得
な
い
。
慌

て
て
自
分
で
調
べ
始
め
た
。
ま
ず
、
こ

の
よ
う
な
国
際
表
明
が
あ
る
と
し
た
ら

例
年
一
二
月
に
あ
る
気
候
変
動
枠
組
み

条
約
の
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
の
場

だ
ろ
う
、と
踏
ん
で
手
元
に
あ
っ
た『
ア

ジ
ア
動
向
年
報
二
〇
一
〇
年
』
を
見
て

み
た
。
何
と
驚
い
た
こ
と
に
重
要
日
誌

の
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
六
日
の
項
に

ナ
ジ
ブ
首
相
の
発
言
と
し
て
採
録
さ
れ

て
い
る
で
は
な
い
か
。
確
か
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15

で
は
中
国
も
「
四
〇
〜
四
五
％
削
減
」

と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
は
ず
だ
が
、
そ

れ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
単
位
当
た
り
の
話
だ
っ
た

は
ず
だ
。
そ
う
思
い
返
し
て
、
も
う
一

度
『
動
向
年
報
』
を
見
て
み
た
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
条
件
は
一
切
付
い
て

い
な
い
。

　
「
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
」
と

混
乱
す
る
思
い
を
抱
え
つ
つ
、
迫
っ
て

き
た
旅
の
支
度
を
再
開
し
た
。
こ
の
時

の
現
地
調
査
で
は
、
マ
ラ
ヤ
大
学
の
会

計
学
者
（
環
境
会
計
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
専
門
）

に
誘
わ
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
で
開
か
れ
る
ワ
ー
ル
ド
・
コ
ン

グ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ン
ツ
の

関
連
会
議
に
も
参
加
す
る
こ
と
に
し
て

い
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
会
議
の
マ
レ
ー

シ
ア
側
の
主
催
団
体
マ
レ
ー
シ
ア
会
計

士
協
会
（M

alaysia Institute of 
Accountants

）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

見
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
同
協

会
発
行
の
月
刊
誌 “Accountants 

Today” 

の
こ
の
年
の
一
月
号
が
「
脱

炭
素
化
へ
の
道
」
と
い
う
特
集
を
組
ん

で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
運
よ
く
こ

の
雑
誌
は
ネ
ッ
ト
上
で
も
閲
覧
で
き

た
。
目
を
疑
っ
た
こ
と
に
、
こ
の
特
集

記
事
で
も
「
二
〇
〇
五
年
比
で
四
〇
％

削
減
」
と
は
っ
き
り
と
書
い
て
あ
る
。

混
乱
は
増
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
て
こ
の
時
の
二
週
間
弱
の
現
地
調
査

の
最
大
の
課
題
は
、
偶
然
知
る
こ
と
に

な
っ
た
「
二
〇
〇
五
年
比
で
四
〇
％
削

減
」
と
い
う
目
標
の
真
偽
の
確
認
に

な
っ
た
。

　

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
の
調
査
を
始

め
て
四
日
目
、
旧
知
の
連
邦
政
府
の
元

お
役
人
Ａ
氏
に
会
う
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ

た
。
彼
は
マ
ラ
ヤ
大
学
出
身
で
工
学
の

博
士
号
も
持
っ
て
お
り
、
こ
の
国
の
環

境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
事
情
に
は
通

じ
て
い
る
。
早
速
目
標
の
真
偽
に
つ
い

て
質
問
し
て
み
る
と
、あ
っ
さ
り
と「
そ

れ
は
違
う
」と
の
仰
せ
。
彼
に
よ
れ
ば
、

あ
く
ま
で
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
単
位
当
た
り
で
二

〇
〇
五
年
比
四
〇
％
削
減
」だ
と
い
う
。

彼
の
言
う
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
目
標
も
中
国
と
ほ
ぼ
同
様
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
目
標
そ
の
も
の
と
し

て
は
驚
く
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
く
な

る
。
し
か
し
、
で
は
、
ど
う
し
て
こ
う

も
情
報
が
食
い
違
う
の
か
。Ａ
氏
と
の
、

こ
の
時
の
あ
る
意
味
で
実
り
の
あ
る
会

合
後
も
、
こ
の
疑
念
は
強
く
心
に
残
っ

た
。

　

疑
念
を
晴
ら
す
き
っ
か
け
は
毎
朝
手

に
す
る
新
聞
だ
っ
た
。
こ
の
国
の
代
表

的
な
英
字
紙
はN

ew
 Straits Tim

es

（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）
とThe Star

で
あ
る
。
ナ

ジ
ブ
首
相
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
の
発
言
が
そ

の
当
時
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ど
う
報
じ

ら
れ
て
い
た
の
か
、
ど
う
し
て
も
知
り

た
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
思
い
立
っ
て

こ
の
二
つ
の
新
聞
社
を
訪
ね
て
み
る
こ

途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上 ののののののののの
エエエエエエエエエエエネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネルルルルルルルルルルルルルルルルルネネネネネルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルギギギギギギギギギギギギギギギギギギ
政政政政政政政政政策策策策

途上国の
エネルギー
政策

特 集

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
と

転
機
の
南
北
関
係

―
マレ
ー
シ
ア
か
ら
の
報
告

藤
崎
成
昭
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と
に
し
た
。
ま
ず
初
め
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
を
訪

ね
た
。
幸
い
な
こ
と
に
リ
ソ
ー
ス
・
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
こ
こ
で
過
去
の
新
聞

が
閲
覧
可
能
だ
っ
た
。
早
速
二
〇
〇
九

年
一
二
月
の
新
聞
を
出
し
て
も
ら
っ

た
。
一
二
月
一
八
日
付
の
一
面
ト
ッ
プ

記
事
は
ナ
ジ
ブ
首
相
の
写
真
入
り
、
そ

し
て
「
ナ
ジ
ブ
四
〇
％
炭
素
削
減
を
約

束
」
と
い
う
見
出
し
が
躍
っ
て
い
た
。

本
文
に
も
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
単
位
当
た
り
」
と

い
う
説
明
は
一
切
な
か
っ
た
。
こ
れ
で

情
報
の
食
い
違
い
の
源
は
ほ
ぼ
は
っ
き

り
し
た
。
次
い
で
、
念
の
た
め
にThe 

Star

に
も
行
っ
て
み
た
。
や
は
り
図
書

館
が
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
二
面
掲
載
の

記
事
で
、
内
容
も
違
っ
て
い
た
。「
Ｇ

Ｄ
Ｐ
排
出
原
単
位
で
四
〇
％
削
減
を
約

束
」
と
あ
り
、
先
の
Ａ
氏
の
説
明
通
り

で
あ
っ
た
。

● 

マ
レ
ー
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
略
史

　

リ
ソ
ー
ス
・
リ
ッ
チ
と
形
容
さ
れ
る

マ
レ
ー
シ
ア
は
石
油
や
天
然
ガ
ス
資
源

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
石
油
・
天
然
ガ

ス
の
開
発
が
本
格
化
し
た
の
は
一
九
七

四
年
に
石
油
開
発
法
が
制
定
さ
れ
、
国

営
石
油
会
社
ペ
ト
ロ
ナ
ス
が
設
立
さ
れ

て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九

七
〇
年
代
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
あ
っ
て
は

総
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
大
部
分
を

石
油
が
占
め
て
い
た
。

　

一
九
七
九
年
の
第
二
次
石
油
危
機
を

契
機
と
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
限
り
あ

る
石
油
資
源
（
低
硫
黄
で
軽
質
分
の
多

い
高
品
質
原
油
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
）
を
可
能
な
限
り
長
期
に
わ
た
っ
て

利
用
す
る
た
め
の
政
策
を
打
ち
立
て
て

い
く
。
ま
ず
一
九
七
九
年
の
国
家
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
で
は
効
率
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
促
進
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

次
い
で
一
九
八
一
年
の
四
燃
料
多
様
化

戦
略
で
は
、
石
油
に
ば
か
り
依
存
す
る

の
で
は
な
く
、
天
然
ガ
ス
、
石
炭
、
そ

し
て
水
力
の
利
用
を
高
め
る
こ
と
が
企

図
さ
れ
た
。
特
に
豊
富
な
天
然
ガ
ス
資

源
の
活
用
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
こ
の

戦
略
は
見
事
に
功
を
奏
し
、
一
九
九
〇

年
の
総
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
成
は

石
油
六
一
％
、
天
然
ガ
ス
二
八
％
、
石

炭
七
％
、
水
力
四
％
、
さ
ら
に
二
〇
〇

八
年
に
は
、
石
油
三
八
％
、
天
然
ガ
ス

四
四
％
、
石
炭
一
五
％
、
水
力
三
％
と

な
っ
て
い
る
。
天
然
ガ
ス
へ
の
依
存
の

高
ま
り
は
発
電
部
門
で
特
に
顕
著
で
あ

り
、
燃
料
別
発
電
電
力
量
の
推
移
を
見

れ
ば
、
一
九
八
〇
年
に
八
五
％
の
シ
ェ

ア
を
占
め
て
い
た
石
油
は
、
二
〇
〇
八

年
に
ほ
ぼ
取
る
に
足
り
な
い
存
在
と
な

り
、
天
然
ガ
ス
が
六
〇
％
超
、
石
炭
が

ほ
ぼ
三
〇
％
を
、
そ
れ
ぞ
れ
占
め
る
に

至
っ
て
い
る
。

　

国
内
化
石
燃
料
資
源
の
遠
く
な
い
将

来
に
お
け
る
枯
渇
（
現
時
点
で
の
可
採

年
数
は
石
油
で
二
〇
年
程
、
天
然
ガ
ス

で
四
〇
年
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
当

地
の
専
門
家
に
よ
れ
ば
マ
レ
ー
シ
ア
は

二
〇
一
〇
年
代
中
に
石
油
の
純
輸
入
国

に
な
る
見
通
し
と
い
う
）、
地
球
温
暖

化
問
題
へ
の
懸
念
を
踏
ま
え
て
、
マ

レ
ー
シ
ア
は
二
〇
〇
一
年
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
第
五
の
燃
料
と
位
置

付
け
る
五
燃
料
多
様
化
戦
略
を
打
ち
出

し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
主
要
な
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
源
と
捉
え
る
の
に
は
こ
の
国
独
特

の
事
情
が
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
国
の

主
要
輸
出
品
の
一
つ
で
あ
る
パ
ー
ム
油

の
生
産
過
程
で
は
大
量
の
バ
イ
オ
マ
ス

が
廃
棄
物
と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
。
ま

た
、
そ
の
廃
水
処
理
に
利
用
さ
れ
る
池

か
ら
は
二
酸
化
炭
素
よ
り
も
は
る
か
に

強
い
温
室
効
果
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
メ

タ
ン
ガ
ス
（
バ
イ
オ
ガ
ス
）
が
発
生
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
バ
イ
オ
マ
ス
、
バ

イ
オ
ガ
ス
を
有
効
利
用
し
、
併
せ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
一
助
に
し
よ
う

と
い
う
訳
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
国
で

も
二
〇
〇
〇
年
代
半
以
降
、
京
都
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
一
つ
で
あ
る
Ｃ
Ｄ
Ｍ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
的
に
動
き
出
し
た

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
パ
ー
ム
産
業
か

ら
の
バ
イ
オ
マ
ス
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を
利

用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
（
二

〇
一
〇
年
一
一
月
末
時
点
の
登
録
済
み

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
四
件
中
八
七
件
）。

　

さ
て
、
五
燃
料
多
様
化
戦
略
を
踏
ま

え
て
二
〇
〇
一
年
に
制
定
さ
れ
た
の
が

小
規
模
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
グ

ラ

ム
（Sm

all Renew
able Energy 

Program

：
Ｓ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
）
で
、
発
電
さ

れ
た
電
力
を
系
統
連
係
出
来
る
よ
う
に

し
た
。
グ
リ
ッ
ド
の
安
定
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
当

た
り
の
売
電
出
力
を
一
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト

に
制
限
し
て
い
る
が
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
か
ら
免
許
を
得

る
事
業
者
に
は
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ス
テ
イ

タ
ス
や
投
資
税
額
控
除
と
い
っ
た
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
る
。
第
八
次

マ
レ
ー
シ
ア
計
画
で
は
期
間
中
（
二
〇

〇
一
〜
二
〇
〇
五
年
）
に
設
備
容
量
三

〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
設
置
を
目
標
と
し

て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
三
月
時
点
で

も
一
〇
事
業
者
設
備
容
量
五
七
メ
ガ

ワ
ッ
ト
に
留
ま
っ
て
い
る
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
い
て
も
系
統
連

係
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
は
る
か
に
多

く
、
設
備
容
量
で
八
倍
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
は
必
ず
し
も
当
初
期
待
さ

れ
た
結
果
を
残
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
そ
の
最
も
大
き
な
要
因
は
電
力

の
買
い
手
で
あ
る
国
家
電
力
会
社
に
買
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い
取
り
義
務
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
マ
レ
ー
シ
ア

は
二
〇
一
一
年
五
月
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
法
（Renew

able Energy Act 
2011

）
を
制
定
し
、
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
（Feed-in Tariff

：
Ｆ
ｉ
ｔ
）

の
導
入
に
踏
み
切
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
拡
大
を
推
し
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。

● 

気
候
変
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
政
策

　

一
二
月
に
冒
頭
で
紹
介
し
た
ナ
ジ
ブ

首
相
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
の
発
言
が
あ
っ
た

二
〇
〇
九
年
は
、
こ
の
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
、
環
境
政
策
に
お
い
て
画
期

的
な
転
換
が
行
わ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。

ま
ず
こ
の
年
の
四
月
三
日
新
た
に
首
相

に
就
任
し
た
ナ
ジ
ブ
・
ラ
ザ
ク
は
組
閣

に
あ
た
っ
て
省
の
再
編
を
行
い
、
従
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
・
通
信
省
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
グ
リ
ー
ン
技
術
・
水
省

（M
in
istry of E

n
ergy, G

reen 
Technology and W

ater

）と
な
っ
た
。

グ
リ
ー
ン
技
術
と
は
「
人
間
活
動
の
負

の
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
小
化
、減
少
さ
せ
、

自
然
環
境
と
資
源
を
保
護
す
る
た
め
に

用
い
ら
れ
る
製
品
、
機
器
、
シ
ス
テ
ム

の
開
発
と
利
用
で
あ
る
」。
さ
ら
に
七

月
に
は
国
家
グ
リ
ー
ン
技
術
政
策
が
策

定
さ
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

セ
ン
タ
ー
が
マ
レ
ー
シ
ア
・
グ
リ
ー
ン

技
術
公
社
（M

alay
sia G

reen 
Technology Corporation

：
Ｍ
Ｇ
Ｔ

Ｃ
）
に
再
編
改
組
さ
れ
た
。
Ｍ
Ｇ
Ｔ
Ｃ

は
二
〇
一
〇
年
一
月
に
運
用
が
開
始
さ

れ
た
グ
リ
ー
ン
技
術
基
金
（
一
五
億
リ

ン
ギ
〈
三
七
五
億
円
〉）
ス
キ
ー
ム
の

実
務
も
担
当
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
一

月
二
〇
日
、
気
候
変
動
に
関
す
る
国
家

政
策
（N

ational Policy on Clim
ate 

Change

）
が
閣
議
で
合
意
さ
れ
る
。

実
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
の
ナ
ジ
ブ
首
相
の
発

言
は
、
こ
の
気
候
変
動
に
関
す
る
国
家

政
策
を
踏
ま
え
て
の
も
の
な
の
で
あ

る
。
複
数
の
関
係
筋
か
ら
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
は
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
排
出
原
単
位
で

四
〇
％
削
減
」
は
絶
対
値
で
は
一
〇
％

の
削
減
、
一
人
当
た
り
で
は
三
％
の
削

減
を
意
味
す
る
と
言
う
。
一
〇
％
と
は

い
え
発
展
途
上
国
が
絶
対
値
で
の
二
酸

化
炭
素
の
排
出
削
減
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た

こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
気
候
変
動
に
関
す
る
国

家
政
策
は
一
朝
一
夕
に
出
来
上
が
っ
た

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
第
九
次
マ

レ
ー
シ
ア
計
画
の
も
と
で
資
金
の
提
供

を
受
け
た
政
策
研
究
の
一
つ
の
成
果
な

の
で
あ
る
。
実
際
に
こ
の
研
究
に
携

わ
っ
た
の
は
天
然
資
源
環
境
省

（M
inistry of N

atural Resource 
and Environm

ent

）
の
保
護
環
境
管

理
課
と
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
大
学

（U
niversiti Kebangsaan M

alaysia

）

の
環
境
と
開
発
研
究
所
（
通
称
Ｌ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｉ
〈
マ
レ
ー
語
で
持
続
可
能
の

意
〉）
で
あ
っ
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｉ

側
の
担
当
者
Ｂ
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

こ
の
政
策
研
究
で
は
二
〇
〇
五
年
か
ら

二
〇
〇
九
年
初
頭
に
か
け
て
マ
レ
ー
シ

ア
全
土
で
四
次
に
わ
た
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
協
議
が
実
施
さ
れ
、
延
べ
一
一

〇
〇
人
を
超
す
関
係
者
が
参
加
し
、
七

冊
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
協
議
報
告
書

が
出
版
さ
れ
て
い
る
。「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
排
出

原
単
位
で
四
〇
％
削
減
」
と
い
う
目
標

値
も
、
こ
の
よ
う
な
長
い
時
間
を
か
け

た
意
見
調
整
の
末
に
、
最
終
的
に
は
ナ

ジ
ブ
首
相
の
決
断
で
決
定
さ
れ
た
数
字

だ
と
い
う
。

　

さ
て
、
気
候
変
動
に
関
す
る
国
家
政

策
が
合
意
さ
れ
た
一
一
月
二
〇
日
、
同

じ
閣
議
で
首
相
が
議
長
を
務
め
る
グ

リ
ー
ン
技
術
・
気
候
変
動
会
議
の
設
立

も
決
定
さ
れ
て
い
る
。
同
会
議
の
事
務

局
は
天
然
資
源
・
環
境
省
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
グ
リ
ー
ン
技
術
・
水
省
が
共
同

で
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
気
候
変
動

に
関
す
る
国
家
政
策
の
最
大
の
目
的
は

既
存
の
法
律
、政
策
の
簡
素
化
を
図
り
、

併
せ
て
法
・
政
策
間
の
相
互
調
整
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
低
炭
素
経

済
（a low

-carbon econom
y

）」
の

実
現
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る
諸
々
の

「
気
候
変
動
へ
の
適
応
施
策

（adaptation m
easures

）」
と
「
気

候
変
動
の
緩
和
施
策
（m

itigation 
m
easures

）」
の
実
施
を
主
導
し
、
促

進
す
る
省
横
断
的
、
分
野
横
断
的
な
組

織
と
し
て
作
ら
れ
た
の
が
グ
リ
ー
ン
技

術
・
気
候
変
動
会
議
で
あ
る
。
こ
う
し

て
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
気
候
変
動
問
題

へ
の
政
策
対
応
を
通
じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
と
環
境
政
策
が
事
実
上
一
体
化
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
政
策
」
の
登
場
で
あ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の
登
場
は

二
〇
一
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
『
第
一
〇

次
マ
レ
ー
シ
ア
計
画
（Tenth 

M
alaysia Plan

）』
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。
従
来
の
計
画
書
で
は
別
々
の
章

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
環
境
が
、
基
本
的
に
は
第
六
章
「
生

活
の
質
を
高
め
る
環
境
の
構
築
」
の
一

項
「
国
の
環
境
的
資
産
を
大
事
に
す
る

（V
a
lu
in
g
 th

e
 N
a
tio

n
s 

Environm
ental Endow

m
ents

）」
で

渾
然
と
し
た
形
で
取
り
扱
わ
れ
て
い

る
。そ
し
て
、「
持
続
可
能
性
に
対
す
る

最
大
の
リ
ス
ク
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
の
が
「
資
源
、特
に
石
油
と
ガ
ス
」

の「
低
い
価
格
設
定（underpricing

）」

で
あ
り
、「
計
画
期
間
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
（
特
に
発
電
に
用
い
ら
れ
る
：
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筆
者
）
ガ
ス
価
格
の
二
〇
一
五
年
ま
で

の
市
場
価
格
化
に
向
か
う
も
の
と
な
る

だ
ろ
う
」
と
言
明
し
て
い
る
。
発
電
に

用
い
ら
れ
る
ガ
ス
に
対
す
る
補
助
金
の

カ
ッ
ト
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
発
電

コ
ス
ト
、
そ
し
て
電
力
価
格
の
上
昇
を

意
味
す
る
。
経
済
や
産
業
面
で
の
影
響

は
さ
て
お
き
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を

通
じ
た
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
、
そ
し
て

政
治
的
リ
ス
ク
だ
け
考
え
て
も
、
そ
の

実
現
は
容
易
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し

こ
の
ガ
ス
補
助
金
の
カ
ッ
ト
が
Ｆ
ｉ
Ｔ

の
導
入
と
共
に
、
こ
の
国
に
豊
富
に
賦

存
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促

進
の
大
き
な
動
因
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

●
転
機
の
南
北
関
係

　

炭
素
排
出
の
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
排
出
原
単
位

で
四
〇
％
削
減
」
を
宣
言
し
た
二
〇
〇

九
年
一
二
月
一
七
日
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
の

演
説
で
ナ
ジ
ブ
首
相
は
次
の
よ
う
に
述

べ
た
と
い
う
。「
私
は
、
気
候
変
動
と

そ
れ
か
ら
生
じ
る
大
変
動
の
諸
結
果
が

確
か
に
現
実
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、

今
や
何
の
疑
い
を
持
た
な
い
マ
レ
ー
シ

ア
国
民
の
声
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま

し
ょ
う
。
気
候
変
動
に
対
処
す
る
た
め

に
、
こ
の
先
続
く
長
い
道
の
り
に
我
々

が
見
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
多
く
の
問

題
や
困
難
に
も
拘
わ
ら
ず
、
マ
レ
ー
シ

ア
は
喜
ん
で
こ
の
全
世
界
的
な
努
力
に

貢
献
す
る
も
の
で
す
（
第
一
〇
次
マ

レ
ー
シ
ア
計
画
二
九
八
ペ
ー
ジ
）」。
か

つ
て
こ
の
国
が
中
国
と
共
に
南
の
先
頭

に
立
っ
て
「
開
発
の
権
利
（right to 

develop

）」
を
、
そ
し
て
特
に
気
候
変

動
問
題
に
関
す
る
「
先
進
国
責
任
論
」

を
強
硬
に
主
張
し
て
い
た
こ
と
を
知
る

者
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
隔
世
の
感
で
あ

る
。

　

一
九
九
二
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
開
催
さ
れ
た
国
連
開
発
と
環
境
会
議

を
前
に
、
発
展
途
上
国
は
二
つ
の
会
議

を
開
き
そ
の
結
束
を
図
っ
て
い
る
。
一

九
九
一
年
六
月
の
北
京
会
議
、
そ
し
て

リ
オ
会
議
直
前
の
九
二
年
四
月
の
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
会
議
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
後
者
か
ら
当
時
の
南
の
主
張
を
復
習

し
て
お
こ
う
。「
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

宣
言
」
で
は
、
そ
の
第
三
条
で
「
我
々

は
、
環
境
の
悪
化
に
つ
い
て
先
進
国
が

4

4

4

4

主
た
る
責
任
を
有
し

4

4

4

4

4

4

4

4

ま
た
途
上
国
が
持

続
可
能
な
経
済
成
長
と
開
発
を
必
要
と

し
て
い
る
と
の
認
識
」
を
示
し
、
第
四

条
で
は
「
開
発
は

4

4

4

、
万
人
お
よ
び
あ
ら

ゆ
る
国
が
有
す
る
基
本
的
な
権
利

4

4

4

4

4

4

で
あ

る
」
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
同
宣
言
の

具
体
的
な
要
求
の
一
つ
が
、「
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
観
点
か
ら
途
上
国
と
先
進
国
の

公
平
な
バ
ラ
ン
ス
可
能
と
な
る
、
透
明

性
が
あ
り
民
主
的
な
新
た
な
基
金
の
設

立
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
九
二
年
四
月
三
〇
日
）」

で
あ
っ
た
。

　

既
に
リ
オ
の
会
議
か
ら
二
〇
年
の
歳

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
南
が
求

め
た
例
え
ば
「
新
た
な
基
金
」
は
遂
に

出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
マ
レ
ー
シ

ア
自
身
が
既
に
「
全
世
界
の
努
力
に
貢

献
す
る
」姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

何
が
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

マ
レ
ー
シ
ア
の
歩
み
を
振
り
返
り
一
つ

指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
一

九
七
二
年
の
六
月
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

で
開
か
れ
た
国
連
人
間
環
境
会
議
に
際

し
こ
の
国
の
メ
デ
ィ
ア
（The Straits 

Tim
es　

当
時
は
マ
レ
ー
シ
ア
お
よ
び

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
代
表
す
る
新
聞
）は
、

会
議
の
開
か
れ
た
二
週
間
弱
の
間
に
四

度
も
こ
の
会
議
を
社
説
で
取
り
上
げ
、

関
心
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て

社
説
の
ひ
と
つ
で
早
く
も
「
開
発
の
権

利
」
を
主
張
す
る
（
六
月
八
日
）
一
方

で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
代
表
の
「
発
展

途
上
国
は
先
進
国
の
過
ち
か
ら
学
ぶ
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
発
言
も
紹
介
し
て

い
る
（
同
日
）。
実
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

も
マ
レ
ー
シ
ア
も
早
期
に
公
害
対
策
に

取
り
組
み
、
深
刻
な
汚
染
問
題
を
経
験

す
る
こ
と
な
く
産
業
化
を
成
し
遂
げ
て

き
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
七
四
年
に

Environm
ental Q

uality Act 1974

を
制
定
す
る
が
、
こ
れ
は
先
進
国
に
遅

れ
る
こ
と
わ
ず
か
数
年
、
発
展
途
上
国

で
は
そ
の
先
頭
を
切
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

最
後
に
気
候
変
動
に
関
す
る
国
家
政

策
の
策
定
に
関
わ
っ
た
Ｂ
氏
の
発
言
を

二
つ
紹
介
し
、
本
稿
の
結
び
と
す
る
。

ま
ず
、
炭
素
排
出
量
の
削
減
目
標
に
つ

い
て
「
絶
対
値
で
は
僅
か

4

4

一
〇
％
、
一

人
当
た
り
で
は
三
％
に
過
ぎ
な
い

4

4

4

4

の
で

す
」。
そ
し
て
Ｆ
ｉ
Ｔ
を
導
入
し
た
と

し
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の

電
力
供
給
の
不
安
定
さ
が
利
用
を
拡
大

す
る
う
え
で
は
ネ
ッ
ク
に
な
る
と
い
う

議
論
を
め
ぐ
っ
て
、「
そ
の
不
安
定
さ

を
克
服
す
る
技
術
上
の
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
こ
そ
技
術
大
国
日
本
に
期
待
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
い
る
こ
と

4

4

4

4

4

で
は
な
い
で
す
か
」（
二

〇
一
一
年
一
一
月
八
日
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
て
）。
先
進
国
日
本
は
Ｂ
氏

の
こ
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
る

だ
ろ
う
か
？

（
ふ
じ
さ
き
・
し
げ
あ
き
／
東
北
大
学

大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
教
授
）
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